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る
こ
と
が
で
き
、
酸
性
雨
の
原
因

と
な
る
窒
素
酸
化
物
の
排
出
削
減

に
貢
献
で
き
ま
す
。　

　

そ
の
他
に
も
、
一
人
ひ
と
り
の

環
境
保
全
に
関
す
る
行
動
が
社
会

を
動
か
す
原
動
力
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
消
費
者
が

環
境
に
配
慮
す
る
意
識
を
持
ち
、

環
境
に
や
さ
し
い
商
品
を
選
択
す

れ
ば
、
企
業
も
消
費
者
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
商
品
開
発
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

ふ
だ
ん
の
生
活
で
何
気
な
く
見

過
ご
し
て
き
た
こ
と
を
も
う
一
度

見
直
し
、
考
え
て
み
る
こ
と
か
ら

始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
環
境
課
環
境
保
全
係

　

（
�
�
６
１
２
４
）

　

静
か
に
広
が
る 

　

地
球
環
境
問
題

　

地
球
環
境
問
題
は
、「
エ
ネ
ル
ギ

ー
や
資
源
の
大
量
消
費
」
に
よ
っ

て
起
こ
る
も
の
で
、
私
た
ち
の
日

常
生
活
す
べ
て
が
、
直
接
的
あ
る

い
は
間
接
的
に
原
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
一
人
ひ
と
り
の

行
動
が
ど
う
影
響
し
て
い
る
の
か

と
い
う
実
感
を
持
ち
に
く
い
問
題

で
も
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
、
普
段
の
生
活
で
利
用
す

る
乗
用
車
の
排
気
ガ
ス
な
ど
が
原

因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
紛
れ
も

な
い
事
実
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
地
球
環
境
問
題
は
、

何
ら
か
の
形
で
私
た
ち
の
生
活
と

密
接
に
関
係
し
て
お
り
、
今
後
、

私
た
ち
の
行
動
が
こ
れ
か
ら
の
地

球
自
身
の
存
続
に
大
き
な
影
響
を

も
た
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

で
き
る
こ
と
か
ら 

　

始
め
よ
う

　

環
境
保
全
の
た
め
に
、
私
た
ち

に
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
買
い
物
の
際
、

マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
て
、
レ
ジ

袋
を
受
け
取
ら
な
い
こ
と
は
、
ご

み
の
減
量
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ

プ
も
地
球
温
暖
化
の
原
因
で
あ
る

二
酸
化
炭
素
な
ど
の
排
出
を
抑
え

川をき れい にする運動
今年は9月4日に実施

　昨年9月第1日曜日に実施した「川をきれいにする運動」は、
今年度は、9月4日に実施する予定です。くわしくは市報8月号で
連絡しますので、ご協力よろしくお願いします。

■問い合わせ先　新見市市民運動推進協議会（教育委員会生涯学習課内　��６１４７）

　

六
月
は
「
環
境
月
間
」
で
す
。
地
球
温
暖
化
、
オ
ゾ
ン

層
破
壊
、
酸
性
雨
な
ど
地
球
環
境
問
題
が
ま
す
ま
す
深
刻

さ
を
増
し
て
い
る
な
か
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
、
広
く
環
境
保
全
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を

深
め
積
極
的
な
活
動
を
行
う
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
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真のゆたかさが実感できる新しい新見市を担って

　

こ
の
度
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の
力
強
い
ご
支
援

を
い
た
だ
き
、
初
代
新
見
市
長
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
四
年
間
、
旧
市
町
の
地
域
性
や
歴

史
、
伝
統
を
十
分
踏
ま
え
、
阿
新
地
域
合
併
協
議

会
で
の
協
定
項
目
と
新
市
建
設
計
画
を
尊
重
す
る

と
と
も
に
、
地
域
間
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
市
域

全
体
の
発
展
に
努
め
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の
積
極

的
な
参
画
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
所
存
で
す
。

　

特
に
、
医
療
の
充
実
を
最
重
要
課
題
の
一
つ
と

位
置
づ
け
、
保
育
や
教
育
施
策
の
充
実
・
強
化
を

図
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
や
障
害
を
持
つ
人
た
ち

が
共
に
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
社
会
を
構
築

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
快
適
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
上
下
水
道

や
道
路
な
ど
生
活
基
盤
の
整
備
を
行
う
と
と
も

に
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
な
ど
情
報
通
信
基
盤
の
整

備
・
活
用
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　

そ
し
て
、
地
場
企
業
の
育
成
や
商
業
の
活
性
化

に
努
め
、
若
者
定
住
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
資

源
を
有
効
利
用
し
て
農
林
業
や
畜
産
業
を
振
興

し
、
さ
ら
に
観
光
ル
ー
ト
の
整
備
等
に
よ
り
交
流

人
口
を
増
大
さ
せ
、
地
域
の
活
性
化
と
雇
用
の
拡

大
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
財
政
面
の
強
化
を
図
る
た
め
徹
底
し
た

行
財
政
改
革
を
推
進
し
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
な

が
ら
ス
リ
ム
で
効
率
的
な
行
政
運
営
を
目
指
す
と

と
も
に
、
民
間
活
力
を
利
用
し
て
市
民
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
今
年
は
、「
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国
体
」

の
成
年
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
と
、
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
種
目
の
６
競
技
が
新
見
市
で
開
催

さ
れ
ま
す
が
、
新
市
と
し
て
最
初
の
大
き
な
行
事

を
み
ん
な
の
力
で
成
功
さ
せ
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

み
な
さ
ま
の
負
託
に
応
え
る
た
め
、
新
た
な
決

意
と
情
熱
を
も
っ
て
市
勢
発
展
の
た
め
専
心
努
力

す
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

合
併
に
伴
う
設
置
選
挙
後
の
臨
時
市
議
会
に
お

き
ま
し
て
、
議
員
み
な
さ
ま
の
ご
推
挙
に
よ
り
不

肖
私
が
初
代
の
新
見
市
議
会
議
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
。
誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の
重

大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
重
責
を
受
け
ま
し
た
上
は
、
い
ち
早
く

議
会
の
一
体
感
醸
成
を
図
り
、
円
滑
で
活
力
の
あ

る
議
会
運
営
に
努
め
、
開
か
れ
た
わ
か
り
や
す
い

議
会
を
め
ざ
し
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の
期
待
と
信

頼
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
議
決
機
関
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
べ
く
努
力
を
重
ね
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。

　

さ
て
、
新
生
「
新
見
市
」
が
誕
生
し
、
第
一
歩

を
踏
み
出
し
た
わ
け
で
す
が
、
市
政
を
取
り
巻
く

環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

財
政
問
題
を
は
じ
め
、
地
方
分
権
の
推
進
、
地
域

産
業
の
振
興
と
若
者
定
住
化
の
促
進
、
少
子
・
高

齢
化
社
会
に
向
け
た
医
療
・
福
祉
の
充
実
な
ど
重

要
な
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
諸

問
題
の
解
決
と
併
せ
て
、
合
併
の
協
定
項
目
が
着

実
に
実
現
で
き
る
よ
う
、
議
会
と
し
て
の
機
能
を

十
分
果
た
し
な
が
ら
、
市
民
福
祉
の
向
上
と
市
勢

伸
展
の
た
め
に
粉
骨
砕
身
が
ん
ば
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。
今
後
と
も
市
民
の
み
な
さ
ま
を
は
じ
め
、

関
係
各
位
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

新見市長

石垣正夫
新見市議会議長

榎　日出男

就任のご挨拶と抱負

わ た し た ち の 市 政 を 託 す 代 表 者



5 市報にいみ 第3号
June 2005

藤澤 正則議員

５１歳（大佐小阪部）

塚本 陽満議員

５７歳（哲西町上神代）

山口 康史議員

４１歳（新見）

津島 大孝議員

５５歳（上熊谷）

橋本 亨子議員

４７歳（正田）

稲富 晴孝議員

６７歳（哲多町成松）

塩飽 満路議員

６０歳（金谷）

小郷 昌一議員

５８歳（哲多町荻尾）

林　光 和議員

５６歳（草間）

才田 靖郎議員

６５歳（草間）

串馬 邦夫議員

５９歳（唐松）

井 山　基議員

５５歳（大佐小阪部）

池田 一二三議員

５１歳（哲西町矢田）

土屋 　晋議員

４８歳（金谷）

四木 満男議員

５７歳（神郷高瀬）

面田 照雄議員

５６歳（神郷釜村）

羽場 純三議員

５５歳（哲多町田渕）

仲田 康豊議員

５３歳（神郷下神代）

前田 宗良議員

６８歳（大佐小南）

榎  日出男議長

５７歳（高尾）

土 屋　一副議長

７２歳（哲西町矢田）

坂口 正視議員

８０歳（西方）

杉　修 次議員

５６歳（法曽）

山本 久美子議員

５７歳（馬塚）

市
議
会

議
員　

名
２４

（
議
席
順
、年
齢
は
六
月
一
日
現
在
）
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議会�
レポート�

平成１７年第１回臨時会

議
長
に
榎
日
出
男
氏
、 
副
議
長
に
土
屋
一
氏
選
出

      
各
常
任
委
員
会
構
成
決
定

　

合
併
後
初
の
臨
時
会
で
は
、
最

初
に
正
・
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ

れ
、
議
長
に
榎
日
出
男
氏
（
高
尾
）、

副
議
長
に
土
屋
一
氏
（
哲
西
町
矢

田
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
議
席
の
指
定
、
各
常

任
委
員
会
委
員
お
よ
び
議
会
運
営

委
員
会
委
員
の
選
任
な
ど
が
行
わ

れ
、
次
の
と
お
り
各
委
員
会
の
構

成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

（
◎
委
員
長
、
○
副
委
員
長
、
議

席
順
、
敬
称
略
）

 
総
務
常
任
委
員
会

◎
串
馬　

邦
夫　

○
池
田
一
二
三

　

津
島　

大
孝　
　

稲
富　

晴
孝

　

四
木　

満
男　
　

榎　

日
出
男

 
市
民
生
活
常
任
委
員
会

◎
前
田　

宗
良　

○
仲
田　

康
豊

　

小
郷　

昌
一　
　

橋
本　

亨
子

教
育
委
員
会
五
月
二
十
一
日
に
行
わ
れ
た
臨
時
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
教
育
委

員
長
・
教
育
委
員
長
職
務
代
理
者
・
教
育
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

才
田　

靖
郎　
　

杉　
　

修
次

 
文
教
常
任
委
員
会

◎
山
本
久
美
子　

○
土
屋　
　

晋

　

藤
澤　

正
則　
　

塚
本　

陽
満

　

山
口　

康
史　
　

羽
場　

純
三

 
経
済
建
設
常
任
委
員
会

◎
面
田　

照
雄　

○
井
山　
　

基

　

林　
　

光
和　
　

塩
飽　

満
路

　

坂
口　

正
視　
　

土
屋　
　

一

 
議
会
運
営
委
員
会

◎
坂
口　

正
視　

○
津
島　

大
孝

　

山
口　

康
史　
　

串
馬　

邦
夫

　

才
田　

靖
郎　
　

前
田　

宗
良

　

面
田　

照
雄　
　

山
本
久
美
子

　

土
屋　
　

一

 
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

　

こ
の
議
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案

の
う
ち
、
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

　

新
見
市
が
設
置
さ
れ
、
新
見
市

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
の
必
要

が
生
じ
た
こ
と
に
伴
い
、
藤
野
浩

吉
氏
（
足
見
）、
金
平
敏
數
氏
（
大

佐
小
阪
部
）、
�
田
悦
夫
氏
（
神

郷
下
神
代
）、
小
谷
廣
志
氏
（
哲

多
町
本
郷
）、
村
上
昇
氏
（
哲
西

町
矢
田
）
を
委
員
に
任
命
す
る
こ

と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
同
意

　

新
見
市
が
設
置
さ
れ
、
新
見
市

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
の
必
要
が
生
じ
た
こ
と
に

伴
い
、
中
島
元
幸
氏
（
高
尾
）、
前

本
薫
氏
（
大
佐
田
治
部
）、
羽
場

秀
男
氏
（
哲
西
町
上
神
代
）
を
委

員
に
選
任
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

■
監
査
委
員
の
選
任
同
意

　

新
見
市
が
設
置
さ
れ
、
新
見
市

監
査
委
員
の
選
任
の
必
要
が
生
じ

た
こ
と
に
伴
い
、
識
見
を
有
す
る

委
員
と
し
て
長
江
勝
美
氏
（
哲
多

町
矢
戸
）、議
員
の
中
か
ら
四
木
満

男
氏
（
神
郷
高
瀬
）
を
委
員
に
選

任
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
議
会
臨
時
会
（
第
一
回
）
が
五
月

十
六
日
か
ら
二
十
日
に
か
け
て
開
か

れ
ま
し
た
。
こ
の
臨
時
会
で
、
正
・
副

議
長
の
選
挙
、
各
常
任
委
員
会
委
員
の

選
任
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

教育長

藤 野 浩 吉 氏
（足　見）

教育委員長職務代理者

� 田 悦 夫 氏
（神郷下神代）

教育委員長

村 上　 昇 氏
（哲西町矢田）
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奨
学
生
・
就
学
援
助
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

新
見
市
奨
学
生
募
集

　

平
成
十
七
年
度
新
見
市
奨
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
保
健
・
福
祉
関
係
に
就

学
す
る
人
の
た
め
の
優
先
枠
が
、

そ
れ
ぞ
れ
一
名
ず
つ
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

■
募
集
人
員

○
大
学
生
・
高
専
生
・
専
修
生

　

十
二
名

○
高
校
生
・
専
修
生
（
高
等
課
程
）

　

三
名

■
応
募
資
格

　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人

・
父
・
母
ま
た
は
こ
れ
に
相
当
す

る
人
が
新
見
市
に
居
住
し
て
い

る
こ
と

・
経
済
的
事
情
に
よ
り
就
学
が
困

難
で
あ
る
こ
と

・
学
業
、
品
行
が
よ
く
、
心
身
と

も
に
健
康
で
あ
る
こ
と

■
貸
与
月
額

○
大
学
生
・
高
専
生
・
専
修
生

　

三
万
三
千
円

○
高
校
生
・
専
修
生
（
高
等
課
程
）

　

一
万
四
千
円

※
い
ず
れ
も
無
利
子
で
、
卒
業
の

月
ま
で
貸
与
さ
れ
ま
す
。

■
応
募
締
切　

六
月
二
十
四
日
�

　

就
学
援
助
制
度

　

市
で
は
、
経
済
的
理
由
で
就
学

が
困
難
な
小
学
校
・
中
学
校
の
児

童
・
生
徒
の
保
護
者
に
就
学
費
を

援
助
し
、
安
心
し
て
教
育
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
「
就
学
援
助
制
度
」

を
設
け
て
い
ま
す
。

■
援
助
の
内
容

　

学
用
品
費
（
新
入
学
時
を
含

む
）、
通
学
用
品
費
、
校
外
活

動
費
、
修
学
旅
行
費
、
学
校
給

食
費
な
ど

■
申
込
方
法

　

各
学
校
ま
た
は
教
育
委
員
会
に

備
え
付
け
の
申
請
書
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限

　

六
月
二
十
四
日
�

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

（
�
�
６
１
４
６
）

　県教育委員会では、岡山県青少年総合相談セン
ター内に、小・中・高校生を対象とした電話相談
「子どもほっとライン」を開設しています。何で
も気軽に相談できるよう学生ボランティアが受け
付けています。
　また、保護者などを対象とした電話相談「すこ
やか育児テレホン」も開設しています。子育てに
関する不安や悩みを気軽に話してください。

　県では、地球温暖化を防止するため、アースキ
ーパーメンバーシップ会員を募集しています。
　アースキーパーメンバーシップは、地球の温暖
化を防ぐために、日常生活や事業活動の中で、省
エネルギーやリサイクルなどに自主的に取り組ん
でいただける県民のみなさんや事業所を会員とし
て登録するものです。 
　テレビのつけっぱなしや、車のアイドリングを
やめたり、買い物に行くときには、マイバックを
持参したりと、会員のみなさんの取組がホームペ
ージに掲載されます。 
　入会金、会費は、無料です。申込方法など、く
わしくは、岡山県地球温暖化防止活動推進センタ
ー（�０８６－２９８－１２２５）までお問い合わせくださ
い。ホームページアドレスは、
http://www.kankyo.or.jpです。 

■問い合わせ先
　県庁環境政策課（�０８６－２２６－７２９７）

アースキーパー
メンバーシップ会員募集中

アースキーパーアースキーパー
メンバーシップ会員募集中メンバーシップ会員募集中

アースキーパー
メンバーシップ会員募集中

気軽にご相談ください！

子どもほっとライン・
すこやか育児テレホン

■問い合わせ先
　県教育庁生涯学習課（�０８６－２２６－７５９７）

★子どもほっとライン

■受付時間　月曜日～金曜日　１７時～２３時

　　　　　　土日・祝日　８時３０分～２３時

■電話番号　（�０８６－２３５－８６３９）

■電子メール　kodomo＠fine.ocn.ne.jp

★すこやか育児テレホン

■受付時間　８時３０分～２３時

■電話・FAX番号　（�０８６－２３５－８８３９）

※FAXでも受け付けています。
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瑞
宝
小
綬
章

大
学
学
芸
学
部
を
卒
業
後
、
新
見
市
立
新

見
中
学
校
教
諭
と
し
て
赴
任
さ
れ
、
教
職

の
道
を
歩
み
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
三

十
八
年
か
ら
岡
山
県
立
新
見
高
等
学
校
、

岡
山
県
立
倉
敷
天
城
高
等
学
校
、
高
梁
市

立
宇
治
高
等
学
校
を
歴
任
さ
れ
、
平
成
元

年
か
ら
は
、
倉
敷
市
立
精
思
高
等
学
校
の

校
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
岡

山
県
立
倉
敷
古
城
池
高
等
学
校
長
を
務
め

ら
れ
、
平
成
六
年
に
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、
平
成
七
年
か
ら
三
年
間
、
熊

谷
公
民
館
長
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
岡
山

県
の
教
育
の
発
展
お
よ
び
新
見
市
市
政
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

元
岡
山
県
立
倉
敷
古
城
池
高
等
学
校

長 
西
岡　

齊
氏
（
高
尾
）
に
、
瑞
宝
小
綬

章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
岡
氏
は
、
昭
和
三
十
二
年
に
和
歌
山

  西 　 岡  　齊   さん
にし おか ひとし

（高尾・７１歳）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

春
の
叙
勲
・
褒
章
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
市
内
か
ら
は
、
西

岡
齊
さ
ん
（
高
尾
）
が
瑞
宝
小
綬
章
、
藤
野
常
夫
さ
ん
（
長
屋
）

が
瑞
宝
双
光
章
、
大
久
保
嵩
さ
ん
（
哲
多
町
蚊
家
）
が
瑞
宝
双

光
章
、
竹
本
弘
さ
ん
（
哲
西
町
畑
木
）
が
瑞
宝
単
光
章
、
冨
谷

實
夫
さ
ん
（
井
倉
）
が
藍
綬
褒
章
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

春
の 
叙
勲
・
褒
章

瑞
宝
双
光
章

に
新
砥
村
消
防
団
員
に
任
命
さ
れ
、
同
年

五
月
十
七
日
か
ら
哲
多
町
消
防
団
員
、
以

後
、
部
長
、
分
団
長
、
副
団
長
な
ど
の
各

階
級
を
歴
任
さ
れ
、
平
成
三
年
三
月
、
消

防
団
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。　

そ
し
て
、

平
成
十
一
年
二
月
に
勇
退
さ
れ
る
ま
で
の

四
十
四
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
消
防
防

災
活
動
に
献
身
的
に
取
り
組
ま
れ
、
そ
の

間
に
は
、
財
団
法
人
岡
山
県
消
防
協
会
理

事
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
消
防
の
発
展
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
、
消
防
庁
長
官
表
彰

を
は
じ
め
数
々
の
賞
を
受
章
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
旧
哲
多
町
議
会
議
長
を
務
め
ら

れ
、
教
育
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
も
大
い

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

旧
哲
多
町
消
防
団
元
団
長 
大
久
保　

嵩
氏
（
哲
多
町
蚊
家
）
に
瑞
宝
双
光
章
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
久
保
氏
は
、
昭
和
三
十
年
四
月
一
日

  大  久  保 　嵩   さん
おお く ぼ たかし

（哲多町蚊家・６９歳）

瑞
宝
双
光
章

取
大
学
を
卒
業
後
、
同
年
四
月
、
上
房
郡

有
漢
町
立
有
漢
東
小
学
校
に
助
教
諭
と
し

て
赴
任
さ
れ
、
教
職
の
道
を
歩
み
始
め
ら

れ
ま
し
た
。
以
後
、
川
上
郡
、
阿
哲
郡
、

新
見
市
内
の
小
学
校
お
よ
び
中
学
校
を
歴

任
さ
れ
、
平
成
六
年
七
月
三
十
一
日
に
新

見
市
立
新
見
第
一
中
学
校
長
を
退
職
を
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
氏
は
、
平
成
六
年
八
月
一
日

よ
り
、
新
見
市
教
育
委
員
会
教
育
長
に
就

任
さ
れ
、
平
成
十
六
年
三
月
に
退
任
さ
れ

る
ま
で
、
長
年
に
わ
た
り
地
方
教
育
行
政

の
充
実
発
展
に
尽
力
し
、
新
見
市
の
教
育

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

元
新
見
市
立
新
見
第
一
中
学
校
長　

藤

野
常
夫
氏
（
長
屋
）
に
瑞
宝
双
光
章
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

藤
野
氏
は
、
昭
和
三
十
三
年
三
月
に
鳥

 藤   野   常  夫   さん
ふじ の つね お

（長屋・７１歳）
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瑞
宝
単
光
章

五
日
に
哲
西
町
消
防
団
員
に
任
命
さ
れ
、

以
後
、
部
長
、
分
団
長
、
副
団
長
な
ど
の

各
階
級
を
歴
任
さ
れ
、
平
成
六
年
四
月
、

消
防
団
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
十
二
年
三
月
に
勇
退
さ

れ
る
ま
で
の
三
十
八
年
間
の
永
き
に
わ
た

り
、
消
防
防
災
活
動
に
献
身
的
に
取
り
組

ま
れ
、
そ
の
間
に
は
、
組
織
、
施
設
の
充

実
強
化
・
消
防
団
の
活
性
化
に
尽
力
さ
れ
、

消
防
庁
長
官
表
彰
を
は
じ
め
数
々
の
賞
を

受
章
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
哲
西
町
農
業
委
員
会
会
長
を

務
め
ら
れ
、
農
畜
産
業
の
発
展
、
安
定
し

た
農
業
経
営
の
確
立
に
大
い
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

　

旧
哲
西
町
消
防
団
元
団
長 
竹
本　

弘

氏
（
哲
西
町
畑
木
）
に
瑞
宝
単
光
章
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

竹
本
氏
は
、
昭
和
三
十
六
年
九
月
二
十

 竹 　 本  　弘   さん

たけ もと ひろむ

（哲西町畑木・６８歳）

藍
綬
褒
章

し
た
。
そ
の
他
に
も
、
農
林
業
セ
ン
サ
ス

に
連
続
十
回
、
事
業
所
・
企
業
統
計
調
査

に
四
回
、
商
業
統
計
調
査
に
四
回
、
工
業

統
計
調
査
お
よ
び
石
油
等
消
費
構
造
統
計

調
査
に
五
回
、
ま
た
、
住
宅
統
計
調
査
、

サ
ー
ビ
ス
業
基
本
調
査
、
労
働
力
調
査
、

毎
月
勤
労
統
計
調
査
に
従
事
す
る
な
ど
、

多
年
に
わ
た
り
各
種
統
計
調
査
に
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。
平
成
三
年
に
は
国
勢
調
査

員
功
績
者
と
し
て
総
務
庁
長
官
表
彰
を
授

与
さ
れ
る
な
ど
、
統
計
調
査
の
充
実
、
発

展
に
大
い
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
四
年
か
ら
農
業
共
済
損
害

評
価
会
委
員
を
務
め
、
平
成
十
六
年
に
は

会
長
に
就
任
さ
れ
る
な
ど
、
農
業
振
興
に

も
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
勢
調
査
員 
冨
谷
實
夫
氏
（
井
倉
）
に

藍
綬
褒
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

冨
谷
氏
は
、
昭
和
三
十
五
年
か
ら
平
成

十
二
年
ま
で
連
続
九
回
四
十
年
に
わ
た
り

情
熱
を
も
っ
て
国
勢
調
査
に
従
事
さ
れ
ま

  冨   谷   實  夫   さん
とみ や じつ お

（井倉・７９歳）

■内容　ワープロソフト「ワード」を使っての

文字入力の基礎・簡単な文書の作成（３回連続）

■対象　パソコンで文字（かな・数字）を入力

できる人

■日時

　昼の部　６月１５日�、１６日�、１７日�

　　　　　１０：００～１２：００

　夜の部　６月２２日�、２３日�、２４日�

　　　　　１８：３０～２０：３０

■会場　まなび広場にいみ２階パソコン室

■参加費　１，０００円

■定員　２０名（多数の場合は抽選）

■申込方法　講座名（ワープロの基礎６月・昼

の部または夜の部）、郵便番号、住所、氏名（男・

女）、年齢、電話番号を記入して、はがきま

たはＦＡＸで申し込みください。（電話では受

付できません）

■申込締切

　昼の部　６月１０日�必着

　夜の部　６月１５日�必着

■申し込み・問い合わせ

　〒７１８-８５０１　新見市新見３１０－３

　教育委員会生涯学習課

　��６１４７・FAX�６１２０

■■■■■■■■■■ま な び 広 場 に い み 主 催

パソコン講座�パソコン講座�
ゆっくりのんびりワープロの基礎［6月］

　

こ
の
度
、
新
見
子
ど
も
読
書
会
（
大
西
映
子
代
表
）
が
、
子
ど
も
読

書
活
動
優
秀
実
践
団
体
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
章
さ
れ
、
五

月
二
十
三
日
に
教
育
長
室
で
受
章
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

「
新
見
子
ど
も
読
書
会
」
は
、
昭
和
五
十
三
年
に
発
足
し
、
現
在
に
至

る
ま
で
二
十
六
年
間
と
い
う
長
き
に
わ
た

り
、
子
ど
も
た
ち
に
本
の
楽
し
さ
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、
定
期
的
な
読
み
聞
か
せ

や
出
張
お
話
会
な
ど
の
活
動
を
自
主
的
に

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
、
子
ど
も
の
読
書
に
対
す

る
活
動
と
そ
の
貢
献
度
が
大
き
く
評
価
さ

れ
、
今
回
の
表
彰
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

文
部
科
学
大
臣
表
彰
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ま
た
現
在
、
介
護
保
険
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
が
、
国

会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
内
、
次
の
項
目
が
平
成
十

七
年
十
月
施
行
分
と
し
て
、
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

○
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

　

十
月
か
ら
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

を
含
む
介
護
保
険
三
施
設
に
お
け

る
居
住
費
用
・
食
費
が
、
保
険
給

付
外
（
利
用
者
負
担
）
と
な
る
予

定
で
す
。

　

た
だ
し
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を

含
む
介
護
保
険
施
設
に
入
所
し
て

い
る
低
所
得
の
人
に
つ
い
て
は
、

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
居
住
費
・

食
費
に
つ
い
て
負
担
上
限
額
が
設

け
ら
れ
、
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
の
給
付
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

　

月
々
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
一

割
負
担
の
合
計
額
に
つ
い
て
、
所

得
に
応
じ
た
上
限
額
を
超
え
る
額

が
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

十
月
の
居
住
費
・
食
費
の
見
直

し
予
定
に
伴
い
、
高
額
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
に
つ
い
て
も
、
十
月
か
ら

月
額
上
限
額
が
見
直
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
号
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

保
険
年
金
課
介
護
保
険
係

　

（
�
�
３
１
４
８
）

介
護
保
険
料
の
納
期
が

変
わ
り
ま
す

　７０歳未満でも、次に該当する人は、老
人保健に準ずる給付を受けることができ
ます。なお、保険の種類は問いません。

◎６５～６９歳
・ひとり暮らしの人
・６か月以上寝たきりの人

◎６８～６９歳
・世帯全員が市民税均等割課税以下の人

　上記に該当すると思われる人は、保険
年金課国保年金係（��６１２３）までお問
い合わせください。

　現在お手持ちの受給者証は、有効期限
が６月末日となっています。事前に通知
をしますので、更新手続きをお忘れない
ようよろしくお願いします。

現在受給証をお持ちの人へ

岡山県老人医療費制度を
ご存じですか？

岡山県老人医療費制度を
ご存じですか？

受給資格証の更新について
　７月１日から乳幼児医療費の受給資格証が

更新されます。該当の人には、６月中に新し

い受給資格証を郵送しますので、古い受給者

証を、同封の返信用封筒により返送または、

お近くの市役所、支局、市民センターへご持

参ください。　７月１日からは、新しい受給者

証でないと給付は受けられませんので、ご注

意ください。

■問い合わせ先

　保険年金課国保年金係（��６１２３）

　大佐支局市民福祉課福祉係（��２１１２）

　神郷支局市民福祉課福祉係（��６１１２）

　哲多支局市民福祉課福祉係（��２１１２）

　哲西支局市民福祉課福祉係（��２１１２）

　

次
の
要
件
に
該
当
し
、
市
内
に

住
所
を
有
す
る
介
護
者
に
介
護
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
支
給
要
件

　

六
十
五
歳
以
上
で
三
か
月
以
上

寝
た
き
り
や
認
知
症
の
状
態
に

あ
る
人
を
、
自
宅
で
通
算
三
か

月
以
上
介
護
し
て
い
る
人

■
支
給
額　

月
額　

一
万
円

■
申
請
手
続

　

社
会
福
祉
課
・
各
支
局
・
各
市

民
セ
ン
タ
ー
・
連
絡
所
に
備
え
付

け
の
、
介
護
手
当
支
給
申
請
書
に

民
生
委
員
の
証
明
書
を
添
付
し
て

社
会
福
祉
課
長
寿
社
会
係
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課
長
寿
社
会
係

　

（
�
�
６
１
２
５
）

　

大
佐
支
局
市
民
福
祉
課
福
祉
係

　

（
�
�
２
１
１
２
）

　

神
郷
支
局
市
民
福
祉
課
福
祉
係

　

（
�
�
６
１
１
２
）

　

哲
多
支
局
市
民
福
祉
課
福
祉
係

　

（
�
�
２
１
１
２
）

　

哲
西
支
局
市
民
福
祉
課
福
祉
係

　

（
�
�
２
１
１
２
）

介介
護護

手手
当当

乳幼児医療費乳幼児医療費
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戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
に

お
い
て
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年

金
な
ど
を
受
け
る
人
が
い
な
い
場

合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位

の
ご
遺
族
お
一
人
に
、
第
八
回
特

別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
支
給
の
対
象
者

①
平
成
十
七
年
四
月
一
日
ま
で
に
弔

慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
人

②
戦
没
者
の
子

③
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
が
あ

り
、
同
じ
氏
の
父
母
、
孫
、
祖

父
母
、
兄
弟
姉
妹

④
　�
 

以
外
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、

兄
弟
姉
妹

⑤
　�
 

か
ら
　�
 

以
外
の
三
親
等
内
の

親
族
（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま

で
引
き
続
き
一
年
以
上
生
計
関

係
を
有
し
て
い
た
人
）

■
支
給
内
容

　

額
面
四
十
万
円
（
十
年
償
還
の

記
名
国
債
）

■
請
求
期
間

　

平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
平

成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

■
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
支
局
社
会
福
祉
課
社
会
福

祉
係
（
�
�
６
１
２
６
）

　

大
佐
支
局
市
民
福
祉
課
福
祉
係

　

（
�
�
２
１
１
２
）

　

神
郷
支
局
市
民
福
祉
課
福
祉
係

　

（
�
�
６
１
１
２
）

　

哲
多
支
局
市
民
福
祉
課
福
祉
係

　

（
�
�
２
１
１
２
）

　

哲
西
支
局
市
民
福
祉
課
福
祉
係

　

（
�
�
２
１
１
２
）

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
み
な
さ
ま
へ

第
8
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

国民年金保険料
　

国
民
年
金
の
保
険
料
が
、
失
業
な
ど
で
納
付
困
難
な

場
合
は
、
免
除
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
全
額
と
半
額
の

免
除
が
あ
り
、
免
除
の
申
請
を
し
て
認
め
ら
れ
る
と
、

そ
の
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
を
受
け
る
の
に
必

要
な
受
給
者
資
格
期
間
に
含
ま
れ
、
年
金
額
は
、
全
額

免
除
期
間
は
保
険
料
を
納
め
た
場
合
の
三
分
の
一
、
半

額
免
除
期
間
は
三
分
の
二
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。
免

除
の
申
請
を
行
わ
ず
未
納
の
ま
ま
の
場
合
、
将
来
、
年

金
が
も
ら
え
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
免
除
申
請
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
七
月
末

ま
で
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
各
支
局
の
窓
口
へ
お
越
し
に
な
る
か
、

保
険
年
金
課
へ
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

保
険
年
金
課
国
保
年
金
係 
（
�
�
６
１
２
３
）

児童手当

　児童手当（特例給付を含む）を受給している人

は、６月３０日�までに現況届を提出していただく

ことになっています。

　この届出により支給要件を確認し、６月以降の

支給を決定しますので、必ず期限内に提出してく

ださい。

　なお、届書は６月１０日ごろ郵送します。

　今年１月１日以降に転入された人は、現況届の

ほかに前住所地の市区町村が発行した「平成１６年

度用の児童手当用所得証明書」が必要です。

　また、該当児童が市外に在住している人は「該

当児童の世帯全員の住民票の写」が必要です。

■問い合わせ先

　新見支局社会福祉課社会福祉係（��６１２６）

　大佐支局市民福祉課福祉係（��２１１２）

　神郷支局市民福祉課福祉係（��６１１２）

　哲多支局市民福祉課福祉係（��２１１２）

　哲西支局市民福祉課福祉係（��２１１２）

現況届は
必ず6月中に！

免除を希望する人は早めの申請を

新見市結婚推進委員募集
　市では、結婚適齢者のみなさんに個別支援、出会

いの場の提供などの活動をしてくださる結婚推進委

員を募集しています。

■応募資格　新見市在住の人

■任期　平成１７年７月１日～平成１９年３月３１日

■募集人数

　・新見支局管内　７名以内

　・その他各支局管内　各２名以内

■応募方法　はがきに「新見市結婚推進委員希望」、

住所、氏名、年齢、性別、電話番号（携帯番号）を

記入のうえご応募ください。ファックスでも受け

付けます。

■応募締切　６月２０日�

※応募者多数の場合は選考とさせていただきます。

■申し込み・問い合わせ先

　〒７１８－８５０１　新見市新見３１０－３

　新見市役所農林課農業畜産振興係

  （��６１３３・FAX�６１８１）
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こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
梅
雨
の

大
雨
や
台
風
な
ど
で
ま
と
ま
っ
た

雨
が
降
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時

心
配
な
の
が
田
畑
の
畦
畔
の
崩
壊

や
た
め
池
の
決
壊
な
ど
で
す
。

　

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る

た
め
に
は
、
気
象
情
報
に
注
意
し

水
田
の
水
管
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
近
年
台
風
や
集
中
豪
雨

な
ど
に
よ
り
全
国
的
に
老
朽
た
め

池
が
被
災
し
下
流
域
の
住
民
や
農

地
、
家
屋
な
ど
に
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
日
頃
の
管
理

と
し
て
、
堤
体
の
草
刈
り
や
点
検

を
し
て
く
だ
さ
い
。
大
雨
が
予
想

さ
れ
る
時
は
、
事
前
に
水
位
を
下

げ
て
く
だ
さ
い
。

　

田
畑
の
畦
畔
崩
壊
や
農
業
施
設

に
災
害
が
発
生
し
た
も
の
に
つ
い

て
、
復
旧
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

■
復
旧
事
業
要
件

・
一
時
間
に
二
十
ミ
リ
以
上
の
雨

量
ま
た
は
、
二
十
四
時
間
で
八

十
ミ
リ
以
上
の
雨
量
が
あ
っ
た

場
合

・
耕
作
面
ま
で
崩
壊
し
た
農
地

・
農
業
用
施
設
（
農
道
・
水
路
で

二
人
以
上
の
受
益
者
）
が
被
害

を
受
け
機
能
し
な
い
状
態
の
も

の
■
復
旧
対
象
事
業
費

　

十
三
万
円
以
上
（
四
十
万
円
以

上
の
場
合
、
受
益
者
負
担
率
が

変
わ
り
ま
す
。）

■
受
益
者
負
担
率

　

農
地
の
場
合

　
　

…
…
…
…
二
〇
％（
一
〇
％
）

　

農
業
用
施
設
の
場
合

　
　

…
…
…
…
…
一
〇
％（
五
％
）

※
（　

）
内
は
四
十
万
円
以
上
の

場
合
。
災
害
の
程
度
に
よ
っ
て
は
、

事
業
費
や
負
担
率
が
変
わ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
支
局
農
林
課
農
業
整
備
係

　

（
�
�
６
１
３
５
）

　

大
佐
支
局
経
済
建
設
課
産
業
係

　

（
�
�
２
１
１
３
）

　

神
郷
支
局
経
済
建
設
課
産
業
係

　

（
�
�
６
１
１
３
）

　

哲
多
支
局
経
済
建
設
課
産
業
係

　

（
�
�
２
１
１
３
）

　

哲
西
支
局
経
済
建
設
課
産
業
係

　

（
�
�
２
１
１
３
）

土
砂
災
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

ミ
リ
以
上
、
ま
た
は
降
り
始
め
て

か
ら
百
ミ
リ
以
上
の
降
雨
量
に
な

っ
た
ら
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

 

逃
げ
方

　

土
石
流
は
速
度
が
速
い
た
め
、

流
れ
を
背
に
し
て
逃
げ
た
の
で
は

追
い
つ
か
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
土

砂
の
流
れ
る
方
向
に
対
し
て
直
角

に
逃
げ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

 

避
難
場
所

　

普
段
か
ら
家
族
全
員
で
避
難
場

所
や
避
難
す
る
道
順
を
決
め
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
災
害
が
起
き
る
と

き
、
家
族
全
員
が
い
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と
き
も
あ
ら
か

じ
め
避
難
場
所
を
決
め
て
お
け
ば

安
心
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
支
局
都
市
建
設
課
管
理
係

　

（
�
�
６
１
３
１
）

　

大
佐
支
局
経
済
建
設
課
建
設
係

　

（
�
�
２
１
１
３
）

　

神
郷
支
局
経
済
建
設
課
建
設
係

　

（
�
�
６
１
１
３
）

　

哲
多
支
局
経
済
建
設
課
建
設
係

　

（
�
�
２
１
１
３
）

　

哲
西
支
局
経
済
建
設
課
建
設
係

　

（
�
�
２
１
１
３
）

　道路は日常生活や経済活動を支え、発展させるた

めに大変重要な役割があり、私たち共有の大切な財

産です。

　道路を守っていくのは県や市の責任ですが、道路

を広く美しく安全に使うためには、みなさん一人ひ

とりのご協力が欠かせません。

　ゴミのポイ捨てや不正使用、通行の妨げになる行

為などを防止するよう注意してください。

　毎年多くの道路愛護団体が、広く美しく安全な道

路にするため活動しています。市道の草刈り作業な

どを行った場合、報奨金（１００ｍあたり１,０００円／年

１回のみ）が交付されます。

　（今年度より、作業報告書および報奨金の額が変更

されています。）　

　くわしくは、都市建設課および各支局へお問い合

わせください。

■問い合わせ先

　新見支局都市建設課管理係（��６１３１）

　大佐支局経済建設課建設係（��２１１３）

　神郷支局経済建設課建設係（��６１１３）

　哲多支局経済建設課建設係（��２１１３）

　哲西支局経済建設課建設係（��２１１３）

市道の草刈り報奨金制度

道路道路はは大切な大切な
財産財産ですです

農地農地 やや ため池た め池のの
災害を未然災害を未然にに
防ごう防ごう

　

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間
で

す
。
雨
の
多
い
こ
の
時
期
、
土
砂

災
害
を
防
止
す
る
た
め
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
対
策
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
十
分
と
は
い

え
ま
せ
ん
。
被
害
を
最
小
限
に
食

い
止
め
る
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り

が
気
象
情
報
な
ど
に
注
意
し
て
早

め
に
避
難
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

 

大
雨
の
情
報

　

土
砂
災
害
の
多
く
は
雨
が
原
因

で
起
こ
り
ま
す
。
長
雨
や
大
雨
で

危
険
だ
と
思
っ
た
ら
、
早
め
に
避

難
し
ま
し
ょ
う
。
一
時
間
に
二
十
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イ
ノ
シ
シ
か
ら

農
作
物
を
守
る

　再び働くための準備を始めませんか？再就職

を希望する人はどなたでも参加できます。

■日時 　６月２８日�　１０時～１５時

■会場　まなび広場にいみ

■内容　ワークシートを使用して自分の職業適

性などを自己分析します。また、履歴書・職

務経歴書・面接のワンポイントアドバイスも

あります。

　※１０人まで託児可能で、受講・託児は無料で

す。

■講師　�キャリアプランニング人材紹介事業

担当マネージャー竹村直子氏（キャリアカウ

ンセラー）

■定員　２５名

　※定員になり次第締め切ります

■申込期限　６月２１日�

■申し込み・問い合わせ先

　商工観光課商工労政係

　（��６１３７・FAX�６１８１）

再就職準備セミナー再就職準備セミナー
受講者募集受講者募集

　

近
年
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
有
害

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
が
急
増

し
、
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
対
策
と
し
て
、
市
で
は

有
害
鳥
獣
の
駆
除
、
防
護
柵
・
捕

獲
柵
の
設
置
費
用
の
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。

 
有
害
鳥
獣
駆
除

　

市
内
各
地
域
に
有
害
鳥
獣
駆
除

班
を
編
成
し
、
イ
ノ
シ
シ
、
サ
ル

な
ど
の
有
害
鳥
獣
の
駆
除
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成
十
六
年
度
の
有
害
鳥
獣
駆

除
班
に
よ
る
捕
獲
実
績
は
、
イ
ノ

シ
シ
千
二
十
六
頭
、
サ
ル
三
十
七

匹
な
ど
で
し
た
。

 
農
作
物
被
害
防
止
柵 

 
設
置
事
業

■
助
成
条
件

　

地
域
ぐ
る
み
で
効
果
的
な
被
害

防
止
を
図
る
た
め
、
次
の
条
件
が

必
要
で
す
。

・
三
戸
以
上
で
の
設
置

・
二
百
メ
ー
ト
ル
以
上
の
設
置

■
助
成
額

　

次
の
補
助
対
象
額
の
二
分
の
一

以
内

■
補
助
対
象
額
（
一
メ
ー
ト
ル
）

○
ト
タ
ン
板
・
金
網　
　

五
百
円

○
電
気
柵　
　
　
　

二
百
五
十
円

○
網
（
防
護
ネ
ッ
ト
） 　

二
百
円

必
要
書
類

・
申
請
書

・
位
置
図

・
切
絵
図
な
ど
（
農
地
の
位
置
、

柵
の
範
囲
が
わ
か
る
も
の
）

・
防
護
柵
の
領
収
書
写
し
（
設
置

後
）

 
野
猪
捕
獲
柵
設
置
事
業

■
助
成
条
件

　

地
域
ぐ
る
み
で
効
果
的
な
被
害

防
止
を
図
る
た
め
、
次
の
条
件
が

必
要
で
す
。

・
二
戸
以
上
で
の
設
置

・
設
置
し
た
捕
獲
柵
を
適
正
に
管

理
す
る
に
あ
た
っ
て
、
有
害
鳥

獣
駆
除
班
の
班
長
、
管
理
責
任

者
の
署
名
、
押
印
が
必
要

・
捕
獲
柵
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、

地
域
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
作
業

と
な
り
ま
す
。

■
助
成
額

　

捕
獲
柵
設
置
に
係
る
経
費
の
三

　

分
の
二
以
内

■
必
要
書
類

・
申
請
書

・
位
置
図

■
申
請
期
間

　

六
月
十
日
〜
七
月
三
十
一
日

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
支
局
農
林
課

　

（
�
�
６
１
３
３
）

　

大
佐
支
局
経
済
建
設
課
産
業
係

　

（
�
�
２
１
１
３
）

　

神
郷
支
局
経
済
建
設
課
産
業
係

　

（
�
�
６
１
１
３
）

　

哲
多
支
局
経
済
建
設
課
産
業
係

　

（
�
�
２
１
１
３
）

　

哲
西
支
局
経
済
建
設
課
産
業
係

　

（
�
�
２
１
１
３
）

　

各
市
民
セ
ン
タ
ー

おかやま森づくり県民税
ご理解とご協力をお願いします
　岡山県では、平成１６年度から独自の環境政策

税制として「おかやま森づくり県民税」を導入

しています。

　この税は、森林の恩恵を受けている県民のみ

なさんに薄く広く負担をお願いし、それを財源

に新たな森林保全施策を進めていくものです。 

　負担いただく税額は、個人が年間５００円、法

人は資本などの規模に応じて１,０００円～４０,０００

円で、住民税に加算して納めていただきます。 

　実施期間は５年間で、税の導入効果を検証し

た上で見直しを検討します。 

　税の使途は、手入れの遅れている奥地林の間

伐、林業就業者の研修への助成、学校や公共施

設における県産木材の積極的な利用、森づくり

ボランティアの育成など、森林保全施策に限定

しています。

■問い合わせ先

　県庁税務課（�０８６－２２６－７２４１）

計算例

電気柵を２５０ｍ設置した
場合、補助額は３１,２５０円
となります。

２５０円/ｍ×２５０ｍ×１/２
　　　　　　＝３１,２５０円
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●充実した設備
　上下水道が宅地まで配管され、区画道路は６メート

ルと広く設定されています。

●助成制度
○新見産乾燥材利用住宅
○太陽光発電システム
○生ゴミ処理容器
　このうちいずれかを建築または設置した場合、市の

補助が受けられます。

　また、合併浄化槽設置に対し１基２０万円の定額助成

があります。

　くわしくは、新見市土地開発公社（財政課内��

６１２８）までお問い合わせください。

郷原グリ ー ン タウン好評分譲中!

分譲面積および分譲価格

価　格
（円）

地積
（㎡）

区画
番号

価　格
（円）

地積
（㎡）

区画
番号

��,���,����������,���,�������

��,���,����������,���,�������

��,���,����������,���,��������

��,���,��������

＊５，１０，１１区画については法面を考慮して価格を算定しています。

残り7区画お早めに残り7区画お早めに

緑地�1 済� 済�

済�済�済�

済� 済�

済�

済�済�済�21

10
5

15
済�

済�

済�

11

19

■問い合わせ先　県庁航空企画推進課（�０８６－２２６－７２８２）

岡山�グア ム 線 をご利用 く ださい

岡山空港岡山空港海外旅行が より身近に ！

　岡山空港からの「岡山－グアム線」は、毎週「月曜日・金

曜日」に運航されています。 グアムまでの所要時間は３時間

４５分、グアムとの時差は１時間ですので、手軽な海外旅行が

楽しめます。

　岡山空港には、３,１００台の無料駐車場があり、荷物が多い海

外旅行には大変便利です。 

　速くて便利な岡山空港から青い空と海の常夏の楽園グアム

へぜひお出かけください。
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　庁用自動車の競売を次のとおり実施します。なお、

入札に参加いただく場合には、この他に必要な事項

がありますので、必ず「入札案内書」をご請求のう
� ���������������������

え、ご確認ください。
� �������������

■処分する物件

①「トヨタクラウン」

　年　　式…平成５年式

　車検期間…平成１８年５月２８日　排気量…３,０００cc

②「トヨタクラウン」

　年　　式…平成８年式

　車検期間…平成１７年６月１６日　排気量…２,５００cc

③「トヨタクラウン」

　年　　式…平成８年式

　車検期間…平成１７年４月１０日　排気量…３,０００cc

④「トヨタクラウン」

　年　　式…平成１１年式

　車検期間…平成１８年２月２２日　排気量…３,０００cc

■処分の方法

　一般競争入札を行います。

■入札方法および条件

・新見市契約規則の定めにより実施します。

・物件は、現状のままで引き渡します。引渡後は、

いかなる事態にも市は一切の責任を負いません。

■入札保証金

　入札金額の５％以上を入札前の受付時に納付して

ください。

■売買代金の納入

　落札者は、契約締結時に売買代金の１０％を内金と

して納入し、契約後１０日以内に残金を完納してい

ただきます。

■名義変更手続き

　名義変更手続き手数料は、落札者の負担となりま

す。

■入札日時・場所

・日　　時　６月１５日�

・受付開始　１３：００　・入札開始　１３：３０

■入札会場　山村開発センター

■物件下見・資料請求・問い合わせ先

　財政課管財係（��６１２８）

　市有地の競売を次のとおり実施します。なお、入

札に参加いただく場合には、この他に必要な事項が

ありますので、必ず「入札案内書」をご請求のうえ、
� ������������������������

ご確認ください。
� �����������

■処分する物件

　所在：新見市上市２０－３

　地目：雑種地

　面積：６５８.９７㎡

■処分の方法

　一般競争入札を行います。

■入札方法及び条件等

・新見市契約規則の定めにより実施します。

・風俗営業およびこれらに類する業への利用を禁止

します。

・物件は、現状のまま引き渡します。引渡後は、い

かなる事態にも市は一切の責任を負いません。

■入札保証金

　入札金額の５％以上を入札前の受付時に納付して

ください。

■売買代金の納入

　落札者は、契約締結時に売買代金の１０％を内金と

して納入し、契約後３０日以内に残金を完納してい

ただきます。

■登記手続き

　所有権移転登記手続きは、売買代金完納後、市が

行います。ただし、この登記に必要な登録免許税

は、落札者の負担となります。

■入札日時・場所

　・日　　時　６月１５日�

　・受付開始　１４：３０

　・入札開始　１５：００

■入札会場　山村開発センター

■入札物件の下見

　各自で適宜行ってください。

■資料請求・問い合わせ先

　財政課管財係（��６１２８）

市有地競売のお知らせ

R180

中国自動車道�

（新見市上市地内）�

市道�

上市駐在所�

村上�
アパート�

新見�
レミコン�
上市工場�

健康増進施設�
温水プール�
建設中�

シーアイ化成㈱�
岡山工場�

至
新
見
I.C
�

至
米
子�

現地�

庁用自動車競売のお知らせ
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今
年
の
春
か
ら
四
国
で
野
球
独
立
リ

ー
グ
（
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
）
が
開
幕

し
ま
し
た
。
春
の
開
幕
に
合
わ
せ
て
、

昨
年
冬
に
入
団
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
小
、
中
、
高
、
社
会
人
と
軟
式
で

は
あ
り
ま
す
が
野
球
を
続
け
て
き
た
私

は
、
肩
の
強
さ
と
球
の
速
さ
に
は
自
信

が
あ
っ
た
の
で
、
入
団
テ
ス
ト
を
受
け

て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
私
は
遊
び
で
し
か
硬
式
ボ

ー
ル
を
投
げ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、

ま
ず
ボ
ー
ル
の
感
覚
を
覚
え
る
た
め
に
、

同
僚
に
事
情
を
話
し
、
会
社
の
昼
休
み

に
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
て
も
ら
っ
た

り
、
休
日
に
友
人
と
練
習
を
し
た
り
と
、

テ
ス
ト
に
向
け
て
の
日
々
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
。
冬
な
の
で
日
が
暮
れ
る

の
も
早
く
、
主
な
練
習
は
、
昼
休
み
か

体
育
館
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
休
日
の

練
習
で
し
た
。

　

十
二
月
下
旬
に
テ
ス
ト
が
あ
り
、
力

を
出
し
き
り
、
清
々
し
い
気
持
ち
で
結

果
発
表
を
待
ち
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
結
果
は
不
合
格
で
し
た

が
、
テ
ス
ト
を
受
け
、
久
し
ぶ
り
に
夢

を
み
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
何
よ
り
同

僚
や
友
人
が
冬
の
寒
い
中
、
練
習
に
協

力
し
て
く
れ
た
こ
と
、
こ
れ
が
本
当
に

嬉
し
か
っ
た
。
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
み
ん
な
本
当
に
あ
り
が
と

う
。

『仲間とみた夢』

 渡  辺   卓 文   さん［神郷油野・２４歳］
わた なべ たか ふみ

●提案＆お便りの送り方
・創刊号（４月号）で配布した専用
用紙または官製はがきに、①提案
②住所③氏名④年齢⑤電話番号を
書いてお送りください。
・専用用紙は、折りたたむと封書に
なります。切手をはらずにポスト
に入れてください。（来年３月末ま
で使用できます）
・旧新見市で平成１６年度に配布した
専用用紙は使用できませんので、
ご注意ください。
・ファックス、電子メールでも受け
付けています。ファックス、電子
メールも「提案＆お便り」係に届
きます。

●送付先
　〒７１８－８５０１
　新見市新見３１０－３
　新見市役所企画課
　「提案＆お便り」係
・FAX　７２－６２４３
・電子メール
　idea@city.niimi.okayama.jp

新
市
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後

も
引
き
続
き
、
市
営
バ
ス
な

ど
を
運
行
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

（
匿
名
・
女
性
）

答
市
営
バ
ス
の
運
行
に
関
し
ま

し
て
は
合
併
協
議
の
中
で
、

当
面
は
合
併
前
と
変
わ
ら
ず
運
行
し
、

合
併
後
に
全
面
的
な
見
直
し
を
検
討

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
現
在
、
現

況
路
線
調
査
な
ど
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
今
後
は
、
備
北
バ
ス
路

線
、
市
営
バ
ス
路
線
、
福
祉
バ
ス
路

線
、
診
療
バ
ス
路
線
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
路
線
、
ま
た
Ｊ
Ｒ
駅
へ
の
接
続
な

ど
も
含
め
て
調
査
検
究
し
、
市
内
全

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。体

的
に
効
率
の
よ
い
運
行
体
系
に
な

る
よ
う
検
討
し
ま
す
の
で
ご
理
解
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
環
境
課
生
活
交
通
係

　

（
�
�
６
１
２
２
）
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　I have lived in Tessei for nearly two years now and I am a little 
sad to find myself going home. I have met many great friends 
and had many great experiences while I have lived here. I will 
never forget the beauty of the area around Niimi because it is 
completely different from the desert I have lived in most of my 
life. I have been lucky enough to participate in different aspects 
of Japanese culture, like the Daimyo Gyouretsu and the Ishiga 
Matsuri. Living here has been an experience I will never forget 
and I hope that I will be able to come back to Japan someday. 
While I won’t miss the winters in Tessei, I will miss all my friends, 
teachers, and especially the students. －Luke　

　哲西に住んで２年近くになるんですが、もう少しで帰国することを考え
るとちょっと悲しいです。ここにいる間、友だちもたくさんできたし、す
ばらしい経験もいっぱいしました。生まれ故郷のアリゾナの砂漠とはぜん
ぜん違う新見の美しさは、一生忘れられないでしょう。大名行列や石蟹祭
りのような、さまざまな日本文化に直接触れることができて本当にラッキ
ーでした。ここに住んだことは一生の経験なので、いつの日かまた日本に
戻ってこれたらと願っています。哲西の寒い冬はこりごりだけど、友だち、
先生方、そして何より生徒のみんなと別れるのがとてもつらいです。
 ルーク　

　

親
を
残
し
て
東
京
に
飛
び
出
し
た
償
い
に
、

帰
省
の
機
会
が
得
や
す
い
職
に
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
教
職
に
就
い
た
の
で
す
が
、
早
三

十
余
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
、
毎
年
の
帰

省
と
モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ル
で
親
孝
行
の
真
似

事
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
幸
い
帰
省
の
度
に

旧
交
を
温
め
う
る
友
人
や
近
所
の
人
に
恵
ま

れ
、「
故
郷
頼
み
」
の
東
京
生
活
を
送
っ
て

い
ま
す
。

　

新
見
の
思
い
出
は
何
と
い
っ
て
も
火
災
の

た
め
間
借
り
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
高
校

生
活
の
こ
と
で
す
。
そ
の
時
の
同
級
生
も
身

近
に
多
く
、
新
見
高
校
在
京
同
級
会
を
毎
年

開
い
て
い
ま
す
。
席
上
「
定
年
帰
郷
」
の
こ

と
も
話
題
に
な
り
ま
す
が
、
私
の
場
合
、
現

職
の
他
に
東
京
私
学
教
育
研
究
所
・
早
大
国

語
教
育
学
会
・
日
本
社
会
文
学
会
等
の
末
席

を
汚
し
て
い
て
、
な
か
な
か
故
郷
が
近
づ
い

て
く
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
故
郷
も
「
合
併
」
で
新
生
「
新
見
市
」

と
な
り
ま
し
た
が
、
生
来
親
し
ん
で
き
た
地

名
が
消
え
る
の
に
は
若
干
の
感
慨
を
禁
じ
え

ま
せ
ん
。
牧
水
の
里
哲
西
に
ち
な
み
、「
韓

国
併
合
」
を
痛
ん
で
詠
ん
だ
啄
木
の
短
歌
を

も
じ
っ
て
結
び
と
し
ま
す
。

　
　

地
図
の
上　

阿
哲
郡
に　

黒
々
と

　
　

墨
を
塗
り
つ
つ　

五
月
雨
を
き
く

東京都町田市

 名  越 　覚   さん（５７歳）
な ごし さとる

哲西町出身
田園調布学園高等部教諭

ルーク・
ガメス

アメリ
カ・ア

リゾナ
州出身

。

外国語
指導助

手とし
て哲西

中・野

馳小・
矢神小

に勤務
。

●第３通●

★
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身近な出来事や話題などみなさん
からの情報をお待ちしています。

市内3施設へ安全のしるし
◆適マーク交付式

　５月１７日、消防本部消防長室で、「適マー

ク交付式」が行われました。適マーク表示

制度は、ホテルや旅館などの防火管理、消

防防災設備などが一定の基準に適合してい

ることを利用者に知らせるためのもので、

平成１５年９月末で廃止されていますが、こ

れまで適マークの交付を受けていた施設に

限り、平成１８年９月末まで継続されます。

この日は、消防本部が事前に立入調査を実

施し、適合していると認められた市内の３

つのホテルの担当者が出席し、適マークの

受け渡しが行われました。

友好の花を満喫
◆成地ぼたん祭り

　５月１５日、千屋成地ぼたん園で、成地若連中主催に

よる「成地ぼたん祭り」が開催されました。この日は、

新見市の友好都市の中国信陽市 河区から贈られた

１００種類５００株を中心に総数２,０００株のボタンが見頃を

むかえ、好天にも恵まれたこともあり大勢の見物客で

にぎわいました。また、鯉こくとヤマメの塩焼きが振

る舞われ、ステージでは千屋子供神楽やもち投げなど

が行われました。
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多彩なイベントが
盛りだくさん
◆公立短大「鳴滝祭」

　５月１４日・１５日の両日、新見公立短期大

学で、「第７回鳴滝祭」が開催され多くの来

場者でにぎわいました。恒例のプロコン

サートや、ミスコン、ビンゴ大会などのス

テージ、チャリティーバザーなど、子ども

からお年寄りまで楽しめる多彩なイベント

が繰り広げられました。また、各学科ごと

の学習発表の展示や、模擬店も大盛況でし

た。

生産の楽しさなど学ぶ
◆神郷北小学校で田植え

　５月１３日、神郷釜村の神郷北小学校東隣

の水田で、全校児童２８人と職員による田植

えが行われました。田植えや栽培活動を通

じて、子どもたちに働くことの大切さや生

産の楽しさ、尊さを学んでもらうことが目

的で、１年生の児童は上級生や先生に助け

てもらいながら一生懸命苗を植え付けまし

た。苗はヒメノモチ（もち米）で、収穫後

はもちつきを行う予定です。

ミニ川下りに挑戦
◆チャレンジ・ザ・カヌー

　５月８日、備北青年の家主催の「チャレ

ンジ・ザ・カヌー」が、石蟹の高梁川で行

われ、市内外の小学生から大人まで、２９人

が参加しました。参加者は、初心者から経

験者までのグループに分かれ、岡山県カ

ヌー協会と新見カヌークラブの先生方から

パドル操作などの基礎を習いました。午後

からは、上流の正田橋付近からミニ川下り

に挑戦し、川の流れを体感できるカヌーの

魅力を楽しみました。
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新見の工場で開発
◆新型ハイブリッド車発表会

　４月１９日、新見商工会議所の主催で、新

型ハイブリッド車の発表会が、まなび広場

にいみで行われました。ハイブリッド車と

は、エンジンと電気モーターによって走る

自動車。井倉出身の自動車会社社長が新見

の工場で開発したもので、発電機をもたな

い構造によって、従来型よりパワー効率が

良く、省エネ、低コストを実現しました。

４０㎝ を超える大物も
◆子どもマス釣り大会

　５月５日のこどもの日、金谷橋周辺の高

梁川で、「御殿町子どもマス釣り大会」が開

催されました。好天に恵まれたこの日は、

県内外から約３,０００人の家族連れが参加し

ました。なかには４０㎝ を超える大物を釣り

上げ、大喜びする子もいました。また、小

さい子どもを対象とした魚のつかみ取りも

大人気でした。

特産品の販売などでにぎわう
◆シャクナゲ祭り

　５月１日、神郷油野三室の総合案内所で、

「三室峡シャクナゲ祭り」が開催されました。

鏡割りや備中神楽が行われ、アマゴの塩焼き

や新鮮な野菜など、郷土の特産品が販売さ

れました。今年は例年より多くのシャク

ナゲが花を咲かせ、あいにくの雨にもか

かわらず、大勢の観光客でにぎわって

いました。
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日本文化を体験
◆ニューパルツの中学生来新

　４月１５日、旧大佐町が姉妹縁組を結んでいた米国

ニューヨーク州ニューパルツ・ヴィレッジから中学生１５

名、教師４名の訪問団が新見市を訪れました。一行は２１

日まで大佐中学校の生徒宅にホームステイし、歓迎行事

や大佐中学校での授業、部活動に参加するなど交流を行

い、日本文化について理解を深めました。

地域の活性化と健康増進に
◆風の湯温泉オープン

　４月２９日、旧大佐町が大日高原に建設し

た新見市大佐健康増進施設「風の湯温泉」

がオープンしました。施設内には、全国各

地の湯が週毎に入れ替わる「源流の湯」、

「ひのき酵素風呂」などがあり、パラグライ

ダー、ディスクゴルフなど

のアウトドアと併せて入浴

も楽しめます。
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予　

防　

法

●
歯
と
歯
肉
の
境
目
を
重
点
的

に
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
し
ま
し
ょ
う
。

●
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
や
歯
間
ブ

ラ
シ
で
歯
間
部
清
掃
を
し
ま
し

ょ
う
。

●
生
活
習
慣
を
見
直
し
改
善
し

ま
し
ょ
う
。

　

た
ば
こ
は
歯
周
病
の
原
因
の

ひ
と
つ
で
す
。
歯
周
病
予
防
の

た
め
に
も
、
禁
煙
は
重
要
で
す
。

ま
た
、
食
習
慣
を
見
直
し
改
善

す
る
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

甘
い
も
の
や
柔
ら
か
い
も
の
の

取
り
す
ぎ
に
注
意
し
、
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
規
則
正
し
い

食
生
活
を
す
る
よ
う
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

●
歯
石
の
除
去
と
定
期
的
な
健

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

健
診
の
間
隔
は
、
歯
周
病
や

プ
ラ
ー
ク
な
ど
個
人
の
状
態
に

よ
り
違
い
ま
す
が
、
歯
周
病
予

防
の
た
め
に
は
、
セ
ル
フ
ケ
ア

だ
け
で
な
く
、
歯
科
で
定
期
的

に
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。   

        

■
健
康
づ
く
り
課

　

楽
し
い
食
事
、
普
段
の
会

話
、
若
々
し
い
表
情
の
維
持

な
ど
、
歯
と
歯
肉
の
健
康
は

明
る
く
豊
か
な
生
活
に
は
欠

か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
八

十
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯

を
二
十
本
以
上
保
持
し
よ
う

と
い
う
八
〇
二
〇
（
ハ
チ
マ

ル
ニ
イ
マ
ル
）
運
動
が
各
方

面
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

歯
周
病
予
防
の
基
本
は

プ
ラ
ー
ク（
歯
垢
） 

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
す

　

歯
を
失
う
原
因
は
、
お
も
に

む
し
歯
と
歯
周
病
で
す
。
む
し

歯
は
、
若
い
こ
ろ
か
ら
一
生
に

渡
っ
て
、
歯
を
失
う
原
因
に
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
五
十
〜
六
十
歳
代
で

は
、
歯
を
失
う
原
因
の
約
半
数

が
歯
槽
膿
漏
な
ど
の
歯
周
病
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

歯
周
病
を
予
防
す
る
に
は
、

そ
の
原
因
で
あ
る
プ
ラ
ー
ク

（
歯
垢
）
を
取
り
除
く
こ
と
と
、

つ
き
に
く
く
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

ココココココココココララララララララララムムムムムムムムムムコラム 歯周病を予防しましょう

●総合検診
支局受付時間会　　場曜日月　日

新見

９：００～１０：００＊下熊谷小学校水６月１日
９：００～１０：３０＊熊谷市民センター木６月２日
９：００～１０：００＊上熊谷宮脇高齢者センター火６月７日
９：００～１１：３０＊井倉市民センター水６月８日
７：３０～８：３０胃

法曽公会堂
木６月９日

８：３０～９：３０基
９：３０～１０：３０胃

（旧）含翠小学校
１１：００～１２：００基
９：００～１１：００＊菅生市民センター火６月１４日

哲多

８：００～１０：００＊哲多海洋センター水６月１５日
８：００～１０：３０＊公設国際貢献大学校木６月１６日
８：００～１０：３０＊哲多金ボタル交流館水６月２２日
８：００～１０：３０＊哲多夢ひろば萬歳木６月２３日
８：３０～９：３０胃

萩尾公会堂金６月２４日
９：００～９：３０基

８：００～１０：３０＊
哲多総合センター
（成松・掛土井・山室）

水６月２９日

８：００～１０：３０＊
哲多総合センター
（掛土井を除く本郷地区）

木６月３０日

８：００～１０：００＊
哲多郷土文化館
（宮河内）

金７月１日

●乳がん検診（集団検診）
支局時　間会　　場曜日月　日

哲西
１０：００～１１：３０

きらめき広場・哲西　保健センター水６月８日
１３：００～１４：３０

大佐９：３０～１０：３０おおさ総合センター月６月１３日

支局時　間会　　場曜日月　日

哲多
１０：００～１０：３０大田ふれあいセンター

木６月２日 １１：００～１１：３０新砥公民館
１３：００～１４：００哲多総合センター

哲西
１０：００～１１：３０

きらめき広場・哲西 保健センター木６月９日
１３：００～１４：３０

大佐９：３０～１０：３０おおさ総合センター月６月１３日

哲西
１０：００～１１：３０

きらめき広場・哲西 保健センター火６月１４日
１３：００～１４：３０

＊：胃・大腸がん検診　７：３０から総合検診の受付終了時間まで
胃：胃・大腸がん検診　基：基本健康診査
詳細は、「新見市保健事業年間計画表」を確認してください。

●子宮がん検診

支局受付時間会　　場曜日月　日

大佐９：００～１０：３０＊おおさ総合センター
水７月６日
金７月８日
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検検検検検検検検検検診診診診診診診診診診検診
日日日日日日日日日日程程程程程程程程程程日程

休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日休日
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療

準準準準準準準準準準夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜間間間間間間間間間間準夜間
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療診療時間はいずれも

午前9時から午後5時までです。

��２１１０新見中央病院新見市
６
月
５
日（
日
）

�０８４７７－２－５２５５こぶしの里病院庄原市

�０８６７－５２－１１９１金田病院（内・外）真庭市

�０８６７－４４－４８４８中井医院（内）真庭市

��０２１４太田病院新見市

６
月　

日（
日
）

１２

�０８４７７－２－２１５０東城病院庄原市

�０８６７－４４－３１６１勝山病院（内・外）真庭市

�０８６７－４２－０４９５岸本医院（外）真庭市

�０８６６－５２－９８９８さとう医院（外）真庭市

��２１２３渡辺病院新見市
６
月　

日（
日
）

１９
�０８４７７－２－２１８０日伝医院庄原市

�０８６７－５２－１１３３落合病院（内・外）真庭市

�０８６７－６６－３００２遠藤クリニック（外）真庭市

��３１０５長谷川紀念病院新見市
６
月　

日（
日
）

２６
�０８４７７－２－５２５５こぶしの里病院庄原市

�０８６７－４４－２６７１近藤病院（内・外）真庭市

�０８６７－５２－２２３３高田医院（外）真庭市

��３１０５長谷川紀念病院新見市
７
月
３
日（
日
）

�０８４７７－２－２１５０東城病院庄原市

�０８６７－５５－２１２１河本病院（内・外）真庭市

�０８６７－４４－２１３２米田医院（内）真庭市

��０２１４太田病院新見市
７
月　

日（
日
）

１０
�０８４７７－２－００５４細川医院庄原市

�０８６７－６２－２２２１湯原温泉病院（内・外）真庭市

�０８６７－５２－１５５１本山医院（内）真庭市

【担当病院】

【内科】
高尾高西町・介護老人保健施設「くろかみ」内

新見市休日・準夜間診療所（��０３３４）

【歯科】
新見水舟・市役所前

新見市休日歯科診療所（��８０８３）

高尾高西町・介護老人保健施設「くろかみ」内

新見市休日・準夜間診療所（��０３３４）

診 療 日：月～金曜日（祝祭日を除く）

診療時間：１９時～２１時

診療科目：内科、小児科

●ひよこクラス
時　　間会　　　場曜日月　日

１３：３０～１５：００保健福祉センター月６月６日

対象者　２歳未満の乳幼児をもつ保護者、妊婦さん
内　容　座談会
用意するもの　母子手帳  

●1歳6か月児健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１５年1１月生１３：００～１３：３０保健福祉センター月６月２７日

●2歳6か月児歯科健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１４年1１月生１３：００～１３：３０保健福祉センター火６月７日

●3歳児健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１３年1１月生１３：００～１３：３０保健福祉センター水６月１５日

●健康相談
受付時間会　　　場曜日月　日

９：３０～１５：００

哲西支局(市民福祉課相談室)金６月３日

大佐支局（おおさ総合センター）水６月８日

神郷支局（神郷保健センター）金６月１７日

哲多支局(哲多総合センター )火６月２１日

＊なお、新見支局（新見市保健福祉センター）では、随時
行っています。

●献血

＊６５歳～６９歳の人は、６０歳～６４歳までの間に献血の経験が
ある人に限られます。

＊身分確認ができる物を持参してください。
＊詳細は新見市保健事業年間計画表を確認してください。

●乳児健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１６年８月生１３：００～１３：３０保健福祉センター火６月１４日

支局受付時間会　　場曜日月　日

哲西１０：００～１１：３０きらめき広場・哲西保健センター木６月２日

大佐１2：３０～１５：００大 佐 支 局月７月４日
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体
験
カ
ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー
ム 

大
会
参
加
者
募
集

■
日
時

　

六
月
二
十
六
日
�

　

九
時
三
十
分
〜
十
五
時
三
十
分

※
小
雨
決
行

■
場
所

　

高
梁
川
（
金
谷
・
カ
ヌ
ー
体
験

ハ
ウ
ス
前
河
原
）

■
内
容

　

カ
ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー
ム
と
は
、
コ

ー
ス
内
の
決
め
ら
れ
た
ゲ
ー
ト
を
、

カ
ヌ
ー
で
く
ぐ
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
と

タ
イ
ム
を
競
う
競
技
で
す
。

　

初
心
者
歓
迎
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
程

・
午
前
の
部

　

ス
ラ
ロ
ー
ム
の
実
技
講
習

・
午
後
の
部

　

ス
ラ
ロ
ー
ム
大
会

■
参
加
対
象

　

小
学
三
年
生
以
上
（
大
人
も
参

加
で
き
ま
す
。）

■
服
装

　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
ぬ
れ
て

も
よ
い
は
き
物
（
ゴ
ム
ぞ
う
り

な
ど
）

■
参
加
費
用

　

一
人
千
円
（
弁
当
代
を
含
む
）

■
申
込
方
法

　

官
製
は
が
き
に
氏
名
、
性
別
、

学
年
、
住
所
、
電
話
番
号
、
カ
ヌ

ー
の
経
験
の
有
無
を
書
い
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。電
子
メ
ー
ル
・

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
も
申
し
込
み
で
き

ま
す
。

※
先
着
五
十
人
で
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
込
締
切

　

六
月
十
六
日
�

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
備
北
青
年
の
家

　

〒
七
一
八
�
〇
〇
〇
三　

新
見

市
高
尾
九

　

（
�
�
２
８
３
５
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
２

８
４
０
）
ま
た
は
、（
電
子
メ

ー
ル bih

oku
@

city.n
iim

i.ok
ayam

a.jp
）

カ
ブ
ト
ム
シ
飼
育
と
焼
き
板 

参
加
者
募
集

■
日
時

　

七
月
九
日
�
十
六
時
〜
十
日
�

十
二
時
ま
で

　

（
一
泊
二
日
）

■
場
所

　

岡
山
県
備
北
青
年
の
家
お
よ
び

野
外
活
動
場
と
周
辺
の
山
林

■
内
容

　

講
師
の
先
生
を
招
き
、
カ
ブ
ト

ム
シ
・
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
の
飼
育
の

仕
方
を
楽
し
く
勉
強
し
ま
す
。
近

く
の
山
林
で
の
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
と

り
や
、
焼
き
板
の
壁
か
ざ
り
作
り

に
も
挑
戦
し
ま
す
。

　

親
子
で
泊
ま
っ
て
思
い
出
づ
く

り
を
し
ま
せ
ん
か
？

■
日
程

・
一
日
目

　

講
師
の
先
生
の
楽
し
い
お
話

・
二
日
目

　

早
朝
ク
ワ
ガ
タ
と
り
、
焼
き
板

壁
か
ざ
り
作
り

■
参
加
対
象

　

幼
稚
園
児
、
小
学
生
と
そ
の
保

護
者

■
携
行
品

　

虫
か
ご
、
軍
手
、
洗
面
用
具
、

タ
オ
ル
、
着
替
え
、
雨
具
、
長

ぐ
つ
な
ど

■
参
加
費
用

　

一
人
二
千
円
程
度
予
定
（
食
事

代
二
食
分
な
ど
含
む
）

※
標
本
教
室
材
料
代
が
別
途
必
要

■
募
集
組
数

　

親
子
三
十
組
程
度

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

し
、
そ
の
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

往
復
は
が
き
に
親
子
の
氏
名
、

学
年
、
住
所
、
電
話
番
号
を
書

い
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切

　

六
月
三
十
日
�
必
着

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
備
北
青
年
の
家

　

〒
七
一
八
�
〇
〇
〇
三　

新
見

市
高
尾
九

　

（
�
�
２
８
３
５
）

※
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
子
メ

ー
ル
で
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

新
見
阿
哲
文
学
選
奨
作
品
募
集

　

新
見
阿
哲
文
学
選
奨
協
議
会
で

は
、
平
成
十
七
年
度
新
見
阿
哲
文

学
選
奨
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
部
門

　

①
小
説
、
随
筆
、
戯
曲
な
ど

　

②
詩
③
短
歌
④
俳
句
⑤
川
柳

■
応
募
資
格

　

新
見
市
内
在
住
者
お
よ
び
出
身

者
・
勤
務
者
、
ま
た
同
地
域
内

で
の
文
学
活
動
に
参
加
し
て
い

る
人

■
募
集
期
間

　

六
月
一
日
�
〜
七
月
三
十
一
日

おおおおおおおお

しししししししし

らららららららら

せせせせせせせせ

お

し

ら

せ
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おしらせ

６
�
３
０
３
４
）
へ
予
約
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
定
員
を
超
え
る
場
合
な
ど
、
予

約
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

�
岡
山
県
交
通
安
全
協
会
（
�

０
８
６
７
�
２
４
�
４
３
６
４
）

ま
た
は
、
県
警
察
本
部
運
転
免

許
課
（
�
０
８
６
７
�
２
４
�

２
２
０
０
） 

※
運
転
免
許
に
関
す
る
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ　

h
ttp://w

w
w

.pref.okay
am

a.jp/ken
kei/m

en
kyo.h

tm

税
務
職
員
募
集

　

国
税
庁
で
は
、
税
務
職
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
税
の
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
目
指
し
て
、
ぜ
ひ

受
験
し
て
く
だ
さ
い
。
採
用
試
験

の
要
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
受
験
資
格

　

昭
和
六
十
年
四
月
二
日
〜
昭
和

六
十
三
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の

人
■
受
験
対
象

　

高
校
卒
業
程
度

■
申
込
期
間

　

六
月
二
十
一
日
�
〜
二
十
八
日

�
ま
で

※
当
日
消
印
有
効

■
申
込
先

　

採
用
希
望
地
を
所
轄
す
る
人
事

院
地
方
事
務
局
（
所
）

■
第
一
次
試
験

・
試
験
日

　

九
月
四
日
�

・
試
験
場
所

　

広
島
国
税
局
管
内
で
は
、
鳥
取

市
・
松
江
市
・
岡
山
市
・
広
島

市
・
福
山
市
・
山
口
市

・
試
験
科
目

　

教
養
試
験
・
適
性
試
験
・
作
文

試
験

※
第
一
次
試
験
の
合
格
発
表
日
は

十
月
七
日
�

■
第
二
次
試
験

・
試
験
日

　

十
月
十
三
日
�
〜
二
十
日
�
ま

で
の
間
の
指
定
す
る
日

・
試
験
場
所

　

広
島
国
税
局
管
内
の
指
定
す
る

会
場

・
試
験
科
目

　

人
物
試
験
・
身
体
検
査

※
最
終
合
格
発
表
日
は
十
一
月
十

日
�

■
申
込
書
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

　

広
島
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

研
修
係
（
�
０
８
２
�
２
２
１

�
９
２
１
１ 
内
線
３
７
４
３
）

ま
た
は
、
新
見
税
務
署
（
�
�

０
９
５
１
）

�
（
当
日
消
印
有
効
）

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
七
一
八
�
〇
〇
一
一　

新
見

市
新
見
一
二
三
�
二　

ま
な
び

広
場
に
い
み
団
体
活
動
室
内

　

新
見
阿
哲
文
学
選
奨
係

　

（
�
�
４
４
０
８
）

岡
山
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
に 

託
児
室
を
開
設
中

　

県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
で
は
、

日
曜
日
の
更
新
窓
口
で
、
お
子
さ

ん
連
れ
の
人
に
安
心
し
て
運
転
免

許
証
の
更
新
手
続
き
な
ど
を
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
専
門
の
保
育
士

が
乳
幼
児
の
一
時
あ
ず
か
り
を
行

う
無
料
の
託
児
室
を
、
�
岡
山
県

交
通
安
全
協
会
の
協
力
に
よ
り
開

設
し
て
い
ま
す
。

■
対
象

　

日
曜
日
に
更
新
窓
口
で
更
新
手

続
き
お
よ
び
更
新
時
講
習
を
受

講
さ
れ
る
人
が
同
伴
す
る
お
子

さ
ん
で
、
生
後
三
か
月
以
上
六

歳
未
満
で
保
育
に
耐
え
ら
れ
る

健
康
状
態
で
あ
る
こ
と
。 

■
予
約
先 

　

利
用
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
の
九
時
か
ら

十
七
時
ま
で
の
間
に
、
�
ポ
ス

ト
メ
イ
ト
（
�
０
８
６
�
２
２

◆面　積　793.27km2

◆ひとのうごき
　総人口　37,068人
　　　男　17,658人
　　　女　19,410人
　出生…２７人　　転入…１３１人
　死亡…４１人　　転出… ９３人
　　　世帯数　12,653世帯
　（平成１７年４月末日現在）

ままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちののののののののののののののののののののすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすががががががががががががががががががががたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたまちのすがたままままままちちちちちちののののののすすすすすすががががががたたたたたたまちのすがた
■市県民税（１期）

■納付期限／6月３０日

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料市税・保険料市市市市市市税税税税税税・・・・・・保保保保保保険険険険険険料料料料料料市税・保険料
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不
法
投
棄
・
野
外
焼
却
を 

防
ぎ
ま
し
ょ
う 

　

廃
棄
物
を
山
林
や
河
川
、
道
路

な
ど
に
み
だ
り
に
捨
て
る
不
法
投

棄
は
私
た
ち
の
生
活
環
境
を
脅
か

す
重
大
な
犯
罪
で
あ
り
、
こ
れ
を

行
っ
た
人
は
法
律
に
よ
り
厳
し
く

罰
せ
ら
れ
ま
す
。 

　

ま
た
、
法
律
に
定
め
ら
れ
た
適

正
な
焼
却
設
備
を
使
用
せ
ず
に
廃

棄
物
を
焼
却
す
る
野
外
焼
却
は
、

周
辺
環
境
へ
悪
影
響
を
お
よ
ぼ
す

お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
た
き
火
な

ど
の
一
部
の
例
外
を
除
い
て
禁
止

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
違
反
し
た

場
合
も
厳
し
く
罰
せ
ら
れ
ま
す
。 

　

県
で
は
、
こ
れ
ら
の
行
為
を
防

止
し
、
み
な
さ
ん
の
安
全
で
快
適

な
生
活
環
境
を
守
る
た
め
、
不
法

投
棄
一
一
〇
番
（
�
０
８
０
０
�

２
０
０
�
２
４
３
８
）
の
設
置
、

平
日
夜
間
や
休
日
の
監
視
パ
ト
ロ

ー
ル
、
産
業
廃
棄
物
監
視
指
導
員

の
配
置
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策

を
実
施
し
、
不
法
投
棄
・
野
外
焼

却
の
早
期
発
見
と
迅
速
な
対
応
を

図
っ
て
い
ま
す
。 

　

不
法
投
棄
や
野
外
焼
却
を
防
ぐ

に
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が

不
可
欠
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

　

く
わ
し
く
は
、
県
庁
廃
棄
物
対

策
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
廃
棄
物
対
策
課 

　

（
�
０
８
６
�
２
２
６
�
７
３
０
８
）

岡
山
県
消
費
生
活 

相
談
員
の
募
集

　

岡
山
県
で
は
次
の
と
お
り
消
費

生
活
相
談
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
業
務
内
容

　

消
費
生
活
相
談
に
関
す
る
こ
と

■
募
集
人
員　

三
人

■
勤
務
場
所

　

岡
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

■
勤
務
条
件

・
採
用
期
日

　

平
成
十
七
年
八
月
一
日

・
勤
務
日

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

（
月
十
八
日
以
内
の
勤
務
で
、
九

月
か
ら
は
、
火
曜
日
〜
日
曜
日
の

交
代
制
。
土
・
日
の
勤
務
あ
り
）

・
勤
務
時
間

　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時
（
休
憩

四
十
五
分
含
む
）

・
報
酬

　

日
額
九
千
円

・
通
勤
手
当

　

月
額
八
千
五
百
七
十
円
を
上
限

と
し
て
実
費
支
給

■
応
募
条
件

・
満
五
十
五
歳
未
満
の
人

・
相
談
業
務
に
関
す
る
知
識
と
職

務
を
遂
行
す
る
熱
意
が
あ
り
、

消
費
生
活
専
門
相
談
員
、
消
費

生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
消
費
生

活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
い
ず
れ

か
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
人
、

ま
た
は
同
等
の
能
力
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
人

■
応
募
方
法

　

六
月
十
六
日
（
必
着
）
ま
で
に
、

次
の
書
類
を
岡
山
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
へ
提
出
（
郵
送
可
）

・
履
歴
書

　

市
販
の
用
紙
に
写
真
を
貼
付

・
小
論
文

　

テ
ー
マ
「
消
費
生
活
相
談
員
へ

の
志
望
動
機
に
つ
い
て
」
市
販

の
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
三
枚

程
度
（
自
筆
の
こ
と
）

■
選
考
方
法

・
第
一
次
選
考

　

書
類
審
査
（
履
歴
書
、
小
論
文
）

・
第
二
次
選
考

　

面
接
（
第
一
次
選
考
合
格
者
の

み
、
日
時
な
ど
は
別
途
通
知
）

※
第
一
次
、
第
二
次
選
考
と
も
応

募
者
全
員
に
合
否
結
果
を
郵
送
で

通
知

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
七
〇
〇
�
〇
八
一
三　

岡
山

　

市
石
関
町
二
�
一　

岡
山
県
消

　

費
生
活
セ
ン
タ
ー　

　

（
�
０
８
６
�
２
２
４
�
２
１

１
１　

内
線
４
６
２
４
）

おしらせ

　県内では、農作業中の悲惨な事故が後を絶
たない状況にあり、毎年１０名程度の人が犠牲
になっています。 
　このため、県では、春の農繁期を迎える６
月３０日までの期間、「地域や家庭で進めよう農
作業中の事故防止」をスローガンに、春の農
作業安全運動を展開しています。
　農繁期を無事故で乗り切るため、次のこと
に十分注意して作業を行ってください。

●農業機械の作業前点検、整備時のエンジン停止と安全な運転
操作に努めましょう。

●コンバインやトラクターから転落しないよう、農道や田畑の出
入口などの点検と整備を行いましょう。 
●路上では交通規則を守り、安全運転に努めましょう。
●作業にあった服装を身につけて安全に作業をしましょう。
●適度な休憩をとり、無理のない作業をしましょう。

■問い合わせ先　県庁生産流通課 （�０８６－２２６－７４２４）

春の農作業安全運動実施中 6 月 3 0 日 まで
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新
見
美
術
館
は
、
平
成
二
年
十

一
月
一
日
に
開
館
し
、
本
年
開
館

十
五
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
間
、

郷
土
出
身
者
を
は
じ
め
、
多
く
の

皆
様
の
ご
好
意
に
よ
り
貴
重
な
作

品
の
寄
贈
を
い
た
だ
き
、
日
本
画
、

洋
画
、
工
芸
、
彫
刻
、
書
な
ど
幅

広
い
収
集
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
開
館
十
五
周
年
を

記
念
し
て
、
所
蔵
作
品
千
百
点
余

り
の
中
か
ら
テ
ー
マ
に
沿
い
、
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
大
公
開
を
三
期
に

●心配ごと相談
　総合福祉センター  １０：００～１５：００水６/１

木２
●ひとり暮らし高齢者の集い
　保健福祉センター  １０：００～１５：００金３

●きらめきこども教室
　きらめき広場・哲西  １３：００～１５：００土４

●哲多ふる里すずらん祭り
　哲多総合センター周辺  ９：３０～１６：００日５

●心配ごとよろず相談
　哲多総合センター・萬歳市民センター・新砥市民セ
ンター ９：３０～１２：００

月６

●心配ごと相談
　きらめき広場・哲西  １０：００～１５：００火７

●心配ごと相談
　総合福祉センター  １０：００～１５：００水８

●交通事故相談
　山村開発センター  １０：３０～１５：００木９

金１０
●森林インストラクター養成講座（森林内の野外活
動コース）
　おおさ総合センター  ８：３０～１７：１５（１２日まで）

土１１

●小阪部川本流からごみをなくす運動
　大佐支局管内 小阪部川流域  ８：００～１０：３０日１２

月１３

火１４
●心配ごと相談
　総合福祉センター  １０：００～１５：００
●法律相談
　総合福祉センター  １０：００～１５：００
●合同相談
　豊永市民センター  １０：００～１５：００

水１５

木１６

金１７
●きらめきこども教室
　きらめき広場・哲西  １３：００～１５：００土１８

●文化講演会「遠い眼差し～牧水最終歌集を読む～」
　きらめき広場・哲西  １３：３０～１５：００日１９

月２０
●消費生活相談
　市役所市民ホール相談室  １０：３０～１５：００火２１

●心配ごと相談
　総合福祉センター  １０：００～１５：００水２２

木２３

金２４
●森林インストラクター養成講座（安全および教育
コース）
　おおさ総合センター  ８：３０～１７：１５（２６日まで）

土２５

●体験カヌースラローム大会
　高梁川（金谷・カヌー体験ハウス前） ９：３０～１５：３０日２６

月２７
●再就職支援セミナー
　まなび広場にいみ  １０：００～１５：００火２８

●心配ごと相談
　総合福祉センター  １０：００～１５：００水２９

木３０
●ひとり暮らし高齢者の集い
　保健福祉センター  １０：００～１５：００金７/１

土２

日３

月４
●心配ごとよろず相談
　哲多総合センター・萬歳市民センター・新砥市民セ
ンター  ９：３０～１２：００

火５

●心配ごと相談
　総合福祉センター  １０：００～１５：００水６

木７

行事予定
66月月・・77月月

新
見
美
術
館
開
館
十
五
周
年
記
念

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
大
公
開 
�

備
前
焼
名
品
選

■新見美術館　休館日：月曜日（��７８５１）

６月１０日（金）～
７月３１日（日）

新
美術

見
館

書図 館

　アニメ「まんが世界昔ばなし 

３９ カルメン」

大人の映画会
　６月１８日�　１３時～

　映画「デンジャラス・ビュー

ティー」

おはなし会
　６月２５日�　１４時～

■休館日　なし

●おおさ総合センター 
　図書コーナー

■休館日　６日・１４日・２０日・２７日

●やまびこ広場神郷 
　図書コーナー

■休館日　毎週木曜日・２９日

●新見図書館

こどもお楽しみ会
　６月２５日�　１４時～

　読書ボランティア・新見公立

短大生による絵本の読み聞か

せなど

こども映画会
　６月２５日�　１５時～

　アニメ「はちかつぎ姫」「ぶ

んぷく茶がま」

こども映画会
　７月２日�　１４時～

　アニメ「七夕ものがたり」

こどもの読書を考える会
　６月２５日�　１５時～

■休館日　６日・１３日・２０日・２４日・２７日

●哲西図書館

こども映画会
　６月１１日�　１４時～

分
け
て
行
い
ま
す
。

　

そ
の
第
一
弾
は
備
前
焼
に
ス
ポ

ッ
ト
を
あ
て
、
金
重
陶
陽
、
藤
原

啓
、
藤
原
雄
、
伊
勢
崎
淳
ら
人
間

国
宝
の
作
品
か
ら
、
岡
山
県
重
要

無
形
文
化
財
保
持
者
や
現
在
活
躍

中
の
若
手
作
家
ま
で
の
作
品
三
十

点
余
り
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
、
同
時
開
催
と
し
て
、
新

「
新
見
市
」
誕
生
を
記
念
し
、
新

見
ゆ
か
り
の
作
家
た
ち
を
と
り
あ

げ
、
本
展
と
秋
の
二
回
に
わ
け
紹

介
し
ま
す
。

同
時
開
催  
郷
土
ゆ
か
り
の
作
家
た
ち 
�

〜
金
重
陶
陽
か
ら

　
　

現
代
作
家
ま
で
〜

●観覧料
一　般…４００円
中高生…２５０円
小学生…１５０円
※ただし、市内の小中
　学生は無料です。

金重晃介《聖　衣》 段塚魚郎《山陰の海》
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■発行・編集／新見市
　〒７１８－８５０１
　新見市新見３１０－３
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　http://www.city.niimi.okayama.jp/
　携帯電話でもご覧になれます

おた
んじょ
うび

おめ
でとう

おめ
でとう

おた
んじょ
うび

おめ
でとう

おめ
でとう

おた
んじょ
うび

おめ
でとう

おめ
でとう

この印刷の一部には水質保全に有効な
水なし印刷方式を採用しています。

環境にやさしい大豆油インキ
を使用しています。

古紙配合率再生紙１００％
を使用しています。

平成１７年6月1日　No.3

●米を作っているお宅では、田植えが終わ

り一息ついている時期ではないでしょう

か。市内の小学校などでも、子どもたちが

働くことの大切さや生産の尊さを学ぶた

め、田植え体験が行われたので取材に行っ

てきました。中には、苗の緑色の葉だけを

ちぎって植えている子もおり、先生に「根

っこもいっしょに植えてね。」と教わってい

ました。最近は米作りをしている家庭も減

って、初めて田植えをした子どもたちも多

かったのではないでしょうか。ちなみに私

も田植えの経験がないので、次回は参加さ

せてもらおうと思っています。

　５月３日、きらめき広場・哲西周辺と鯉が

窪湿原で、第１６回鯉が窪湿原まつりが開催さ

れ、県内外から約９,０００人が訪れました。会場

近くの田んぼでは、今では見られない牛によ

る代かきの再現や、田の神を讃え、秋の五穀

豊穣を願うため伝承されてきた、市無形文化

財の「太鼓田植え」が哲西町はやし田植え保

存会により披露されました。

 佐  藤  亮太    ちゃん

さ とう りょうた

（大佐小阪部／６・６生）

 石  指   樹 莉   ちゃん

いし ざし じゅ り

（唐松／６・２３生）

 藤  田   蒼 生   ちゃん

ふじ た あお い

（足見／６・４生）

 溝  上  椋 太     ちゃん

みぞ かみ りょうた

（哲西町八鳥／６・２９生）

 岡  本   和 也   ちゃん

おか もと かず や

（足見／６・１５生）

 藤  澤   弘 武   ちゃん

ふじ さわ ひろ む

（大佐小阪部／６・２３生）

 三  村   響 輝   ちゃん

み むら ひび き

（上市／６・１６生）

 大  月  龍亜    ちゃん

おお つき りゅうあ

（正田／６・２１生）

 西  井   和 心   ちゃん

にし い なご み

（大佐永富／６・１７生）
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 宮  本   温 生   ちゃん

みや もと はる き

（上市／６・１２生）
今
月
、
満
１
歳
に
な
る
子
ど
も
た
ち
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
大
き
く
な
っ
て
ね
！

★7月号の「ハッピーバースデー」コ－ナ－に掲載希望の人は6月１７日までに企画課企画広報係（��６１１４）にご一報ください。

●鯉が窪湿原まつり「太鼓田植え」●鯉が窪湿原まつり「太鼓田植え」
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